
               SAGA2024　国民スポーツ大会　報告書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国民スポーツ大会強化部　多湖　賢治

　日頃より国スポ強化部の活動にご協力・応援頂きありがとうございます。
10月5日～8日に佐賀県多久市で実施されました、『SAGA国スポ弓道競技』に少年女子、
成年女子、成年男子の3種別で出場しましたので報告させていただきます。

８月愛知県で行われた東海ブロック大会は連日４０度の中、１０月佐賀県へは選手のご家族
をはじめ多くの方に応援に来ていただきありがとうございました。また三重の地より応援して
くださった皆様にこの場をお借りして御礼を申し上げます。選手は心強く、力になったと思います。
今後とも国スポ選手に多大なご声援をよろしくお願いいたします。

　　　　　　　応援ありがとうございました



　　　２０２４年　　佐賀国民スポーツ大会を振り返って

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　成年男子監督　　多湖賢治

成年男子　　湯矢奨（伊賀）　飯田憲太郎（四日市）　前山晃司（津）　

　今年は猛暑、台風、秋雨と天候不順が続き思うような強化が出来ない中、８月から
他県に3回出稽古に行き、緊張感の中で自分達のパフォーマンスをやり通せるか、
メンタルと射技の強化に勤めました。
東海ブロック大会では少年女子と成年男女が突破して3チームで佐賀国スポに出場できる
ことになりました。　少年女子選手の三人と成年男子選手の三人はそれぞれ一人ずつ、
同じ学校の先輩後輩ということで恥ずかしい姿は見せられない・かっこいい先輩で
いようと一層奮起してくれました。
　佐賀国スポでは移動日から会期中、秋雨前線が居座り毎日雲が立ち込め、雨が降ったり
一時晴れ間が出たりとはっきりしない天候で気温も安定せず体調管理に気を配りました。
公開練習では硬さも見られたので自分に集中することだけを意識させました。

大会一日目　遠的予選一回目　良い出だしをしたものの後半失速。各県も伸びておらず
二回目に期待しました。二回目も9射目までは順調に得点を重ねたものの最後の3射で
力尽きてしまい予選敗退となってしまいました。

大会二日目　近的予選一回目　12射皆中　　各県ともにレベルが高いが浮かれることなく
二回目も　12射皆中して予選通過　　（２１中で射詰し予選落ちするハイレベルな大会）

大会三日目　少年女子近的決勝トーナメントの応援と自分達の調整

大会四日目　近的決勝トーナメント一回戦　対　長野県　
長野県は連年上位に入賞する強豪　　11中　対　11中　射詰にて敗退
5～8位決定戦（一手）　6射皆中　岡山県も6射皆中の為に射詰を行い、6位入賞。

遠的予選　　一回目　64点　　二回目　　70点　　合計　　134点　　予選敗退
近的予選　　一回目　12中　　二回目　　12中　　合計　  　24中　　予選通過
近的決勝トーナメント　　一回戦　　対　長野県　11中　対　11中　射詰にて　敗退
5～8位決定戦　（一手）　 6中　射詰にて　6位入賞

最後になりましたが、東海ブロックでは酷暑の中
大応援団が来て頂き、また国スポの佐賀県まで
応援に来て頂き、本当にありがとうございました。



　　『SAGA2024　第78回　国民スポーツ大会』参加　報告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　成年女子監督　　　鎌田妙子

成年女子　 山原 裕子(伊賀)　　 中村奈津美(松阪)　　 泉 真衣(伊賀)

　令和6年10月5日～8日　佐賀県多久市で開催された「佐賀国スポ」出場に際し、
成年女子チームに連盟の皆様から、たくさんのあたたかい応援、励ましをいただき、
ありがとうございました。

令和5年11月　佐賀国スポに向けてスタートした時、成年女子は、
1　国スポに連続出場する　　　　2　かごしま国体に引き続き、入賞を目指す　を
目標に掲げました。　「かごしま国体　近的2位はたまたま」で終わらせない為にも
国スポに連続出場することは課題でした。　
そういった意味では、今年は成年女子の真価が問われた年だったと思います。
選手三人は、予選を通過し、入賞を目指して、最後まで力の限り挑みましたが、
遠近とも予選敗退の結果となりました。　「いいチーム」ではありましたが、やはり　
国スポは勝負の場であり、「いい」ではなく、「勝つ」でなければならない事に　
徹しきれませんでした。　三重県のゼッケンを背負って出場する、という事を深く
考えさせられる大会となりました。　また、特に今年は３種別が出場することができ
男女総合入賞の可能性もあっただけに、成年女子が力を発揮できず、　
貢献できなかったことは残念です。

◎遠的競技　予選(24射)　　113点　不通過
◎近的競技　予選(24射)     15中　不通過

11月から来年の「滋賀国スポ」に向けて、強化がスタートします。
国スポに出場した事、予選を通過できなかった事、あらゆる経験を糧にして、
成年女子は滋賀を目指します。　
皆様からいただきます応援に「感謝」し、次は「感動」でお返しできるように、
止まる事なく、前に歩みを進めていきます。
これからも、引き続き、応援を宜しくお願い申し上げます。



　　　　　　　　SAGA２０２４国スポに参加して
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　少年女子監督：藤原瑞穂

　選手　　黒田結羽（菰野）　南虹春（津工業）　今城桃音（松坂工業）

　少年女子チームはＳＡＧＡ２０２４国スポにおいて、近的で８位入賞することが

できました。これも弓道連盟の皆様をはじめ、多くの方々に支えられ、応援頂けた

からだと思います。　感謝申し上げます。

　１日でも多く弓道をしたい、周りの人を喜ばせたいとブロック大会通過を目標に７月

８月練習を重ねました。ブロック大会では遠的４位と厳しい結果でしたが、あきらめず

前向きに取り組んだ結果、近的で１位となり、さらに順位決定のための岐阜県との競射

も見事勝ち抜き、総合2位で１５年ぶりに国スポへの出場が叶いました。東海ブロックは

いつも厳しくなかなか勝てないと言われていただけに本当に嬉しかったです。

　しかし国スポ出場はゴールではなく、ここからが勝負。国スポ本番でどんな戦いが

できるのかと、気を引き締めていきたかったのですが、練習ではなかなか的中が伸びず

本番直前まで苦しい日々が続きました。佐賀県へ入り、選手同士が一緒に過ごす時間が

増え、会話も増えました。チームとしていつも笑い声が聞こえる状態が良かったのか、

試合本番でもリラックスした雰囲気で、弓を引くことができました。

１日目の近的予選では１立目は７中、２立目は１１中としっかりと的中を出すことが

できました。一人一人がお互いを信頼し、自分の射に集中できていたのではないかと

思います。目の前の射に集中しよう、やり切ろうと励ましあい、何とか予選を通過

できました。２日目の遠的では思うような射ができず苦しんだ選手もいましたが、

その後の練習でいい感じをつかめたようでした。３日目の近的決勝ではどんな結果でも

楽しんで引いてほしい・・と思っていたのですが、やはりここまで来たからには周りの

期待に応えたいとの思いが強かったのか、選手は予選の時よりも緊張し、力んでいた

ように感じました。１回戦対山梨県では５中－７中で敗退。

５～８位決定戦でも３中で８位。

結果としては入賞ですが、選手にとっては少し悔しい結果となりました。

高校生には、日々様々な経験を通して人として大きく成長してほしいと思っています。

特に今回のような大きな大会に多くの大人に囲まれて参加できることは滅多にできる

経験ではありません。彼女たちにはこの経験から得た学びを、人生の糧として幸せに

過ごしてほしいと思います。

　多くの人に支えられて今回のような結果を得ることができ、無事に試合を終える

ことができました。本当にありがとうございました。

　近的　予選１立目　７中　２立目　１１中　合計　１８中　予選通過　

　　　　　　決勝トーナメント１回戦　　　５中　対　７中　敗退

　　　　　　５～８位決定戦　　　３中　　　８位

　遠的　予選１立目　４１点　２立目　３１点　合計７２点　予選敗退


